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　　４次元多様体上の周期作用の構成
　　　　　　　　　　　　　　　松江広文
　序
　４次元多様体(4-manifold) Mの上に，半自由周期作用(semi-free pe-
riodicaction)を構成する。周期作用の不動点(fixedpoint)の集合は２
次元閉曲面(closed 2-surface)Fである。周期作用による軌道空間(orbit
space)を訂とする。周期作用の周期(period)を♪とする。
　このとき，構成方法と〔2〕の結果から，次の制限を受ける。
　構成方法は〔3〕,〔4〕と同様に, Brieskorn多様体の性質を用いる。 Brieskorn
多様体について詳しくは〔5〕を参照されたい。
１　構成方法
まず，多項式
－156（15）－
－155（16）－
－154（17）－
－153（18）－
　２　結　論
　１では、単連結微分可能４次元多様体訂(1、ｍ、絢上に、周期♪の微分
同相写像/zを構成した。削ま求める半自由周期作用の生改元である。この
周期作用による軌道空間Ｍもまた単連結微分可能４次元多様体である。
故に，
すなわち，
である。
　以上で， 序に述べた周期作用が構成された。
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